





















Ⅰ．問 題 の 所 在
近年，日本では，子どもの「非認知能力」の重要性
が指摘されている。非認知能力とは，その定義につい
て，まだ十分な整理がなされているとは言い難いが，
主に「自己肯定感，自己有用感，自制心，協調性，モ
チベーション」などをさし，学力テスト等で測定可能
な認知能力の対概念であるといえる１）。この非認知能
力は，多くの海外研究によって，子どもの社会的不利，
貧困の世代的再生産を断ち切る重要な概念として取り
上げられてきた。
そもそも自己肯定感とは「自尊感情」「自尊心」「自
己効力感」などの語も用いられており，曖昧な概念で
ある。多くの研究を俯瞰して，「自らの価値や存在意
義を積極的に評価・肯定できる感情」と言ってよいだ
ろう。しかしながら，「現代の子どもたちの育つ環境
が，子どもの心の居場所になり得ていないということ
が，自尊感情の低下につながっている」との指摘があ
るとおり，日本の子どもの自己肯定感は低いことが多
くの研究結果によって明らかにされている２）。
日本の子どもの自己肯定感の現状について見ておこ
う。まず「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査
（平成２５年度）」では，日本の若者のうち，自分に満
足している割合は４５.８％，自分には長所があると思っ
ている割合は６８.９％にとどまっており，他国と比較し
ても日本が最も低い３）。また，国立青少年教育振興機
構が実施した「高校生の生活と意識に関する調査」で
は，「自分はダメな人間だと思うことがある」という質
問で日本は７２.５％が「とてもそう思う」「まあそう思
う」と回答し，中国（５６.４％），米国（４５.１％），韓国
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（３５.２％）に比べ，高い割合を示した４）。これらの結果
をうけて，松井（２０１７）は，「日本の子どもの自己肯
定感は諸外国に比べて著しく低いため，教育等を通し
て自己肯定感を高めることが何よりも重要な課題」で
あると指摘している５）。
自己肯定感を規定する要因に関する研究は増えてき
た。阿部（２０１５）は，低所得層と中高所得層の自己肯
定感格差の存在を明らかにした６）。
また，郭・田中・任・史（２０１８）は，子どもの自己
肯定感に及ぼす要因について明らかにしたうえで，そ
れらの要因の自己肯定感への影響の程度について，特
に関係的要因に焦点をあてて，実証的に検証した７）。
関係性を考える際，親・教師との関係だけではなく，
学校生活・友人との関係も含めて，広く「人」との関
係を分析することにより子どもの自己肯定感にどのよ
うな影響が出ているか，重回帰分析を行った結果，
「親・親戚との関係」「学校での生活」「友人の有無」
のいずれもが自己肯定感に影響していることが明らか
になった８）。しかし，子どもの自己肯定感について，
文化資本や社会関係資本を意識し網羅的な分析を行っ
ている研究は近年見当たらない。
本研究は，中学生の自己肯定感について，文化資
本・社会関係資本を含む家庭生活・学校生活との関連
において，その規定要因を明らかにすることを試みる。
Ⅱ．方 法
１．対象と調査方法
調査は，A町に在住する児童（小学４年～中学３年）
とその保護者を対象とし，「子ども」「保護者（父親）」
「保護者（母親）」の３種類を用意し２０１５年８月に実
施した。
本研究における調査票は無記名自記式とし，教育委
員会から世帯単位で送付し，回答票を封入・厳封した
ものを児童・生徒を通して学校に持参してもらった。
このうち，本研究ではA町内の中学生を対象に分析
を行った。
２．調査項目
家庭生活のうち，食事に関する調査項目は，ベネッ
セ教育研究開発センターが実施した「第２回子ども生
活実態基本調査」における当該調査項目を，また，文
化資本に関する調査項目は，JELS（２００３）で実施され
た調査項目を使用した９）１０）。そして，学校生活に関す
る調査項目は，内閣府（２００７）が実施した「低年齢少
年の生活と意識に関する調査」で用いられた調査項目
を使用した１１）。
自己肯定感に関する項目は，多くの研究者によって
測定項目が開発されているが，ローゼンバークの項目
を意識しており，かつ児童生徒の回答しやすさを考慮
し，岩永・柏木・芝山・藤岡・橋本（２０１３）が作成し
た「自己肯定意識尺度（４件法・８問）」を使用した１２）。
このほか，悩みごと，悩みごとの相談相手について
尋ねる調査項目を設定した。
調査票は，事前にA町教育委員会および調査対象学
校長と検討を行い，調査票内の表現について必要な修
正を行った。
３．倫理的配慮
調査における倫理的配慮としては，実施段階におい
て，対象者の自由意志に基づいて諾否が決定できるよ
う配慮した。本調査は無記名自記式の質問紙調査であ
るので，調査に対する承諾は，対象者への協力依頼書
面により内容の説明を行ったうえで，質問紙に回答し
返却した段階で得られたと考えた。
４．統計解析
中学生の自己肯定感と生活状況との関連性を検討す
るため，後述する自己肯定感得点を従属変数として，
文化資本・社会関係資本を含む生活状況・基本属性を
独立変数として，これらの関係性について統計学的に
分析した。具体的には，生活状況・基本属性において，
２群の自己肯定感得点の比較については，対応のない
t検定，３群以上の自己肯定感得点の比較については一
元配置分散分析，連続変数と自己肯定感得点との関連
についてはspearmanの順位相関係数を用いて，単変量
解析での関連性を検討した。
次に，単変量解析において５％未満の確率で自己肯
定感得点との関連性が認められた変数を独立変数と
し，自己肯定感得点を従属変数とする重回帰分析を行
い，自己肯定感得点に関連する因子を抽出した。な
お，重回帰分析では，回帰式のあてはまりの良さを示
す指標として，自由度調整済み決定係数（R２）をあわ
せて算出した。
統計学的検定における有意水準は５％とした。な
お，重回帰分析に限り１０％未満を傾向ありとした。
分析にはSPSSStatistics（ver.25）を使用した。
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Ⅲ．結 果
本調査の回答は２１０名から得られた（配付数３７４，
回収率５６.１％）。回答者の基本属性に関するデータを
表１に示した。
自己肯定感に関する８つの設問群に対して，尺度を
生成するため，主因子法による因子分析を行った。固
有値の減衰状況（３.９４４，１.０７２，０.８３４，０.５７７..）を
考慮し，因子数については１とした（表２）。
この自己肯定感尺度を作成するにあたり，尺度の内
的整合性を検討するため，クロンバックのα係数を算
出したところ０.８５１であり，利用するに十分な値であ
ると判断した。本研究では，これら８項目の得点を加
算したものを尺度得点（自己肯定感得点：８－３２点）と
した。回答者全体の平均は２４.０８０±４.９７０点であっ
た。学年及び性別の自己肯定感尺度を表３に示す。
次に，自己肯定感得点を従属変数として，また単変
量解析において５％未満の確率で自己肯定感得点との
関連性が認められた変数を独立変数とする重回帰分析
を行った。VIF（VarianceInflationFactor）はすべて１.６
以下であり，変数間に多重共線性の問題がないことが
確認できた。標準偏回帰係数（β）に有意な差が認め
られた項目は，係数の大きさの順に「学校の勉強がで
きるほうか」（p＜０.００１），「友だちとの関係がうまく
いっている」（p＜０.００１），「性格のこと（で悩んでい
る）」（p＜０.００１），「自分の家では食事を大切に考えて」
（p＜０.０５）であった。また，「悩みや心配を相談する
相手が「母」」（p＜０.１０），「家族で社会の出来事につ
表３ 自己肯定感尺度得点の比較（学年・性別）
女子（n=１２１）男子（n=８７）全体（n=２０８）
SDMSDMSDM
５.４００２５.６３０３.８６０２４.３１０４.８１３２５.０７０１年（n=６１）
５.７４０２２.７２０４.６５０２４.２２０５.３４０２３.３３０２年（n=７８）
４.６５０２３.９３０４.５６０２４.２１０４.５８０２４.０４０３年（n=６９）
５.３９０２３.９６０４.３５０２４.２４０４.９７０２４.０８０全体
有意差なし
表２ 自己肯定感尺度の生成（主因子法）
SDMF１項目No.
.７２９２.９８０.７５３ありのままの自分が好きだ７
.８５９３.３１０.７３５むずかしいことにもくじけずがんばれる５
.９０６２.６００.６９９自分はやればできる人間だと思う４
.８８８３.０６０.６８２今の自分を気に入っている３
.９１４２.８６０.６５２他の人に自慢できることがある８
.８３６３.４２０.５９８自分のことをわかってくれている人がいる２
.９２３２.８５０.５４９やると決めたことは最後までやり通す１
１.０１９３.０００.４９７なんでも話せる友だちがいる６
４９.３００寄与率
表１ 回答者の基本属性
％回答者数
４１.４８７男性別
５８.６１２３女
２９.５６２１年学年
３７.１７８２年
３３.３７０３年
８５.６１７９いるきょうだい
１４.４３０いない
８２.９１７４二親世帯家族構成
１６.７３５母子世帯
０.５１父子世帯
N.A.=１
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いて話す」（p＜０.１０）は有意な傾向が認められた。
最も影響が大きかった項目は「学校の勉強ができる
ほうか」であり，自由度調整済決定係数は０.４７３で
あった。それぞれの独立変数の平均値と従属変数への
標準偏回帰係数を表４に示す。
Ⅳ．考 察
本研究では，中学生の自己肯定感について，文化資
本・社会関係資本を含む家庭生活・学校生活との関連
において，その規定要因を量的調査により明らかにす
ることを試みた。
今回，対象となった中学生の自己肯定感得点は，論
理的中間値（２０点）を上回っており，岩永らが実施し
た調査結果と比較しても同程度であると判断できた。
自己肯定感と家庭生活の関係では，家庭における行
動様式である食事に対する考え方が自己肯定感尺度と
有意な関連を示した。千須和・北辺・春木（２０１４）
は，夕食を楽しいと感じている者ほどセルフエス
ティームが高いことを明らかにしている１３）。本研究の
結果は，この先行研究を支持するものであり，家庭で
の食事に関する態度が自己肯定感に影響を及ぼす可能
性があることを示唆している。松井（２０１７）は，前述
した通り「教育等を通して自己肯定感を高めることが
何よりも重要な課題」であると指摘している５）。本研
究の結果からは，食習慣をはぐくむ，いわゆる「食育」
の重要性も示唆された。
また，家族と社会の出来事について話すこと，悩み
を抱えたときに母を相談相手としていた場合，自己肯
定感尺度と有意な関連傾向を示した。家族との会話を
はじめとした接触時間がより多いほど，また家族によ
る「支持的な関わり」（大島２０１３）が自己肯定感に良
い影響を及ぼす可能性が考えられた１４）。その一方で，
「母親の自尊感情と子どもの自尊感情の関連性は高
く，非常に密接な関わりを持っているといえる」（田
所・大塚２０１５）との指摘もあることから，本研究にお
ける保護者の回答データとの関連も検討することが必
要である１５）。
自己肯定感と学校生活との関連では，友人関係と学
業成績の主観的評価が自己肯定感尺度と有意な関連を
示した。このことに関して，松岡・押澤（２００１）は，
中学生を対象とした調査において，自尊感情を高める
要因の一つとして，重要な他者である「友人」から信
頼され，共感性が高いことをあげている１６）。また，岩
井・小田（１９８６）は，同じく中学生を対象とした調査
結果から，友人関係や家族関係が学業成績よりも自尊
感情に関連があることを明らかにしていることから，
さらに分析を進めていく必要がある１７）。
これらの研究結果は，家庭生活や学校生活での諸場
面において，中学生自身が持つ文化資本や社会関係資
本が自己肯定感に関連している可能性を示したと言え
る。ブルデューは，社会階層が趣味などの文化活動に
影響し，それが文化資本として教育達成や職業達成を
促した結果，社会階層が文化資本をとおして再生産さ
れると述べている（BourdieuandPasseron１９７０）１８）。つ
まり，阿部が指摘した通り，中学生の自己肯定感は階
層性を帯びている可能性も否定できない。
本研究の限界としては，調査で得られたサンプルが
一般的なサンプルと比較して偏りがある可能性が高い
ことである。２００人を超えるデータを分析している
が，同時に調査を実施した保護者の回答を見ると，世
帯収入が全国よりも高くなっており，このことが潜在
的なバイアスとなっている可能性を否定できない。
表４ 重回帰分析結果
pβ標準偏差平均値
説明変数
.０６８.７４９３.４８０食事の時間を楽しいと思う（１－４）
＊.１２８.３３３.８７０自分の家では食事を大切に考えている（ダミー）
†.１１２.９０５３.０８０家族で社会の出来事について話す（１－４）
＊＊＊.２２４.５３１３.６９０友だちとの関係がうまくいっている（１－４）
＊＊＊.３１６.６７５１.９５０学校の勉強ができる方か（１－３）
－.０５６.２８９.０９０わかってくれると思う人いない（ダミー）
＊＊＊－.２３３.４０６.２１０（悩みや心配）性格のこと（ダミー）
†.１１４.４５２.７２０（相談する人）母（ダミー）
.０６５.４９６.５７０（安心していられるところ）家で家族と過ごす部屋（ダミー）
＊＊＊.４７３自由度調整済み決定係数
従属変数：自己肯定感得点
†：p＜.１０，＊：p＜.０５，＊＊：p＜０１，＊＊＊：p＜.００１
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また，本研究のデータからは，自己肯定感の性差は
認められなかったが，子どもを対象とした自己肯定感
研究では，自己肯定感と性別には有意な関連が認めら
れている一方，松岡・押澤は「社会の変化に伴って，
徐々に自尊感情の性差による違いが見られなくなる」
可能性があることを指摘しており，継続的な調査が必
要である１９）。
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